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第２４期第３回（平成２９年度第４回）公民館運営審議会会議録 
 

開催日時 平成２９年９月２８日（木） 午後２時～４時 
開催場所 中央公民館・視聴覚室 
委員 （出席者）１０人 

（欠席者）１人 
傍聴者 ０名 
会議次第 １ 審議事項 

 （１）平成２８年度公民館事業報告について  
（２）平成３０年度公民館の重点目標について  

２ 報告事項 
（１）平成２９年度第４・５・６回委員部会運営委員会（定例会）報告 

について 平成２９年度第１回研修会について 
 （２）周年事業について 
３ 情報提供 
  公民館運営審議会委員研修について 

配布資料 （全委員に事前配布） 
資料 1 平成２９年度事業計画 平成２８年度事業報告 
資料２ ３０年度重点目標 
資料３ 各種研修報告書 平成２９年度第５回委員部会運営委員会(定例会 
資料４ 各種研修報告書 平成２９年度第１回研修会と都公連委員部会 

第６回会議 
他    
公民館開館５０周年記念事業答申骨子  
公民館運営審議会委員研修の過去の記録 
第２４期第２回（平成２９年度第３回）公民館運営審議会 会議録 
（全委員に当日配布） 
社会教育部関係決算資料 （資料１ 追加資料） 
公民館の重点目標 （資料２ 追加資料） 
公民館開館５０周年記念事業答申骨子 等 

会議の要旨  
委員 それでは、はじめに審議事項「平成２８年度公民館事業報告について」を

議題といたします。尾又中央公民館長、説明をお願いします。 
尾又館長  中央公民館全体の事業について、ご説明いたします。本日配布いたしまし

た、資料１（追加資料）からご説明いたします。 
平成２８年度における中央公民館の特徴的事業について、ご報告させてい

ただきます。 
一つ目として、平成２８年度におきましては、市町村共同事業多摩・島し

ょわがまち活性化事業助成金を活用いたしまして「東大和の魅力発見・発信
し隊」の２年目を実施しました。３年継続事業とし、まちづくりを目的とし
て、市の魅力を発見し向上させることを学ぶ講座と、市の魅力を発信して行
くポータルサイト作成講座を実施しました。 
魅力発見の講座では、学ぶだけでなく、東大和市をどんなまちにしたいか、

どのようなことをしていきたいか、実際にイベントを試していただきまし
た。魅力発信の講座では、ネット上で「東大和どっとネット」という、東大
和市の魅力をアピールするサイトの再構築及び人材育成を実施いたしまし
た。 
 二つ目ですが、平成２８年４月利用分から施設予約システムによる抽選予
約を開始いたしました。 
三つ目に、蔵敷公民館の外壁調査を実施しました。これにより、中央公民
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館・狭山公民館・蔵敷公民館の公民館が施設管理を行っている全３館の外壁
調査が終了いたしました。 
四つ目として、中央・南街・上北台公民館の保育室の０歳児受け入れは、

試行から本格実施となりました。 
平成２８年度社会教育部関係歳入決算総括表をお開きください。 

 歳入になりますが、歳入項目３段目の中央公民館関係をご覧ください。 
歳入予算額の合計１，２２６，０００円に対して、決算額は１，１５３，１
８０円で、７２，８２０円の差となっています。公民館使用料と印刷機使用
料に関わる利用が少なかったことによるものと思います。 
 歳入の内訳につきましては、記載のとおりとなっています。 
 次のページをお開きください。 
 歳出になりますが、事業名項目の３段目の中央公民館関係をご覧くださ
い。 
 歳出予算額の合計７６，６２２，０００円に対して、決算額は６７，８０
１，１７３円で、執行率は８８．５％となっています。執行率は全体で８８．
５％、中央８４．９％、南街８８．４％、狭山９５．２％、蔵敷８９．２％、
新堀５６．１％、上北台９０．４％となっております。 
 次のページをお開きください。 
 各公民館の事業費の状況になりますが、南街公民館及び上北台公民館につ
きましては、光熱水費及び施設管理に必要な経費は、市長部局地域振興課予
算から執行されていますので、他の３館と比較してそちらの項目がございま
せん。 
 全館の事業費別決算額の合計額を説明させていただきます。 
 公民館運営審議会委員報酬は、７１１，０００円 
 嘱託員報酬・社会保険料は、２，８３７，２４３円 
 臨時職員賃金は、全館合計８，４３８，２７５円 
 講座講師謝礼は、全館合計３，５７９，７３６円 
 光熱水費は、６，８９８，９６７円 
 委託料は、２４，４３５，４３４円             
 東大和の魅力発見・発信し隊は２，９２９，２３１円 
 公民館まつり等負担金は、全館合計、３１０，０００円 
 備品購入費は、５７６，９３６円 
 消耗品・旅費・修繕料他、９，８９０，４３５円、 
 おもな不用額は、一つは講座講師謝礼で、講師として、市内の講師にご協
力いただいたことなどにより、１，４４８，２６４円の残金が出たものです。
また、光熱水費については、節電等につとめ、４，５２３，０３３円の残額
が出たものです。 
 全体的な説明につきましては、以上でございます。 
 次に事業内容について、ご説明したいと思います。 
 それでは、資料１、平成２９年事業計画平成２８年事業報告の５館合同事
業をご覧ください。 
 本日は決算報告でございますので、右側平成２８年度の欄をご覧くださ
い。時間の限りもございますので、特徴的な事柄のみご説明させていただき
ます。 
２段目の市民大学をご覧ください。決算合計は３５１，４４０円、Ａコー

スは修了後、こども食堂を運営する自主グループが活動を開始いたしまし
た。 
４段目の「ここがふるさと東大和の魅力発見発信し隊」は、市長会助成事

業として３年間全額補助金での運営となっております。補助金に加え保育者
賃金を公民館事業費より支出したため、合計３，０２４，１５１円の決算額
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となっております。 
本年度のその他の５館合同事業につきましては、お読みいただけますよう

お願いいたします。 
以上でございます。 

委員  説明が終わりました。ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたします。 
（委員から発言なし） 
 それでは、何かありましたら、後からでも結構です。では、「平成２８年度
公民館事業報告」中央公民館事業について平野係長、説明をお願いします。 

平野係長 それでは、中央公民館事業の決算についてご報告させていただきます。  
資料の中央公民館事業をご覧ください。 
上の段より子ども対象事業でございます。 
子ども対象事業では「戦争と平和について考える見学会」「青少年講座」

「人形村のなかまたち」で２０，１３２円を執行しております。 
「戦争と平和について考える見学会」では戦争体験をお話しくださった方

への謝礼でございます。 
「青少年講座」は講師謝礼として予算を計上していましたが、モノレール

を利用し防災館へ行く体験講座を実施するなど、講師を依頼する講座の回数
が減ったため、予算の執行が少なくなっております。 
「人形村のなかまたち」につきましては、予算の執行はありませんけれど

も、前回アンケートで参加型を望む声があったことから、幕間等で子ども達
が踊れる曲のバンド演奏やハンドベル演奏を行う新たな試みで好評を得た
事業でございました。 
続きまして、青年対象事業でございます。 
青年対象事業では「障害者青年教室～青年ビートクラブ～」「ビートクラブ

スタッフ養成講座」「オータムフェスティバル」で９７５，７６０円を執行し
ております。 
「青年ビートクラブ」では障がいの有無に関わらず青年たちが演奏やレク

リエーション、バス見学会等を行い、交流を図っております。支出は主に講
師やスタッフへの謝礼の６３１，０００円でございます。 
「ビートクラブスタッフ養成講座」では、カホンと言う楽器を自分達で作

成し、その楽器を使いビートクラブのイベントで実際に演奏してもらう講座
を行いました。ビートクラブを理解してもらえる講座になったと思っており
ます。講座受講者の中から２人の方がスタッフとなっていただけました。予
算の執行としましては講師謝礼に６５，０００円を執行いたしました。予算
額より２０，０００円不足しておりますが、障害者青年教室ビートクラブの
余剰分にて対応しております。 
次の「オータムフェスティバル」でございますが、「オータムフェスティバ

ル」の受付方法の変更や、個別の声掛けにより２７年度３団体の参加であっ
た市内団体が２８年度は６団体の参加となりました。今後も市内団体に多く
参加していただけるよう呼びかけをしていきたいと思います。予算の執行は
音響機材の賃借料が２２８，９６０円となっております。 
続きまして、成人対象講座でございます。「前期保育付講座」「中後期保育

付講座」「親子サロン」「ママ・マルシェ」「成人趣味教養講座」「社会教育と
人」が成人対象講座となり、合計７３７，６３５円の執行となっています。 
保育付講座は、前期に「お母さんは１００点満点講座」、中後期に「家族を

楽しむ宝箱」を行いました。保育付講座は前期・中後期合わせて、講師への
謝礼と保育士賃金で６５７，６３５円の執行でございます。 
保育室を利用することで母親自身がリフレッシュする機会となり、また母

親同士の繋がりを作る場となりました。前期講座の受講者は自主サークルに
て活動しております。中後期の受講者につきましては場所が中央公民館では
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ありませんが、グループを作り活動していると聞いております。 
成人趣味教養講座では、「ピラティスで自分磨き」として、ストレッチ体操

による講座を実施しいたしました。予算では講師謝礼の８０，０００円を執
行しております。 
「親子サロン」「ママ・マルシェ」「社会教育と人」は予算の執行はありま

せんでした。 
その他の事業といたしまして「中央公民館まつり」は２８年度ございませ

んでした。「グループ活動講習会」から「保育室を考える会中央」までで、１
５０，３４０円を執行しております。 
主なものとしまして「保育室を考える会中央」の保育士賃金で１２０，２

４０円となっております。 
最後にございます「シニアクラスで学ぶ！楽しむ！」では、新堀地区会館

において高齢者を対象とした講座となっております。 
その他の講座等につきましては資料をご覧ください。 
 講座以外の予算の執行につきましては、 
「公民館事業運営費」「公民館運営審議会費」「保育室運営費」の合計で８，

６４１，３６６円を執行しております。「公民館施設管理費」で１７，８３８，
５１２円を執行しています。 
「公民館事業運営費」の主なものとして嘱託員や臨時職員の雇用関係とな

っております。その他、備品修繕やこうみんかんだより関係の委託料となっ
ております。 
「公民館施設管理費」では、主なものとしましては光熱水費が４，３１５，

３２８円となっております。その他施設修繕、施設関係の委託料となってお
ります。 
中央公民館事業につきましては、以上です。 

委員  ありがとうございました。ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたし
ます。 

委員  中央公民館に限らず、五館合同もですが、公民館の事業を振り返り、良い
活動がいっぱいあるわけです。活動あるいは事業のＰＲの場は、こうみんか
んだよりや各館の地区館だより以外はどういったものがありますか。 

尾又館長  皆さんの活動内容をＰＲしている場というのは、東大和市ホームページ上
の各団体の一覧表があり、グループがどんな活動をしているかということが
わかります。 
都公連大会で、事例発表もございます。 
市内のケアセンター等でボランティアに行かれたり、公民館まつりで他館

交流を行っています。 
委員 ホームページにおいても詳細なものは出てこないです。つまり、公運審の

場だけではなく、多くの人達に対して「公民館はこのように行われている」
ということをフィードバックできる場がないのかな、ということで質問いた
しました。 
リーフレットやプロモーションビデオのことなどで、自分達で活動してい

るような仲間に公民館の活動をどのように広めていくか。公民館にフォーカ
スしたようなホームページ等がないのか、という意見を聞きましたので、挙
げました。 

尾又館長 社会教育関係について毎年記録を作っています。市民の方にも見ていただ
けるように、窓口配布しています。予算削減に伴い、委員や特定の方のみお
配りしています。行政資料室や各公民館ロビー等でご覧いただくことができ
ます。 

委員 現状という意味ではわかりました。 
委員 それでは、引き続き、「平成２８年度公民館事業報告」南街公民館事業につ
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いて北野館長、説明をお願いします。 
北野館長 それでは、平成２８年度の南街公民館事業の決算につきまして、ご報告さ

せていただきます。個々の講座の内容につきましては４月にお話させていた
だいておりますので、重複しないよう主に金額の部分についてご報告いたし
ます。 
まず初めに、「子ども対象講座」の「子どもたちとの公民館＆児童館」をご

覧ください。 
事業につきましては平成２８年７月２日（土）に実施いたしました。利用

者連絡会及びなんがい児童館との共催で行います子ども対象の事業でござ
います。地域の児童及び幼児親子が、毎年多く参加していただけるイベント
となっております。１階の児童館では縁日風にゲームを行い、２階の公民館
では利用グループの「多摩友の会」による体験教室を実施いたしました。 
公民館利用グループにお願いしたため、謝礼の支出はなく、消耗品等で７,

７６１円執行いたしました。複合館の特色を生かした年に１回の事業でござ
いますので、今後も協力して、事業を実施していきたいと考えております。 
次に、「成人対象講座」でございますが、「文学講座」、「保育付講座」、「趣

味講座」、「街づくり懇談会」及び「学習講座」の講師謝礼として、５７６,０
００円の予算を計上し、４２０,０００円を執行いたしました。 
内訳でございますが、講座講師謝礼として、「文学講座」に１４０,０００

円、「保育付講座」に１２０,０００円、「趣味講座」に７２,０００円、「街づ
くり懇談会」に８８,０００円、計４２０,０００円になります。 
資料に記載のあります決算数値との差額分につきましては、保育士賃金に

なります。 
また、「グループ活動講習会」につきましては、社会福祉協議会の職員に講

師を行っていただいたので、報償費の執行はございませんでした。 
次に、「新春コンサート」についてでございますが、南街公民館利用グルー

プに限定していないコンサートのため、日頃公民館を利用していない団体や
個人も参加しており、様々なジャンルの音楽発表を行っております。発表に
対する謝礼等はございませんので、このコンサートのための特別な予算は設
けてございません。 
最後に「南街公民館まつり」につきましては、「公民館まつり負担金」とし

て、７０,０００円執行いたしました。平成２８年度は１,１４５人の来場者
で、昨年度と比べて若干増加いたしました。 
南街公民館の事業運営費全体の予算は３,３５９,０００円、臨時職員賃金

と保育士賃金が１,７６４,８３４円、報償費及び講師派遣手数料が、４５０,
０００円、消耗品、医薬品及び備品修繕料など需要費関係２９８,４７７円、
ピアノ調律手数料、郵便料、公民館総合補償保険料など１０６,８８０円、Ｎ
ＨＫ受信料、電子複写機賃借料、印刷機賃借料など使用料及び賃借料関係は
２８０,８３５円、公民館まつりの負担金７０,０００円、  
合計２,９７１,０２６円を執行し、残額３８７,９７４円となっておりま

す。 
以上、南街公民館の決算報告になります。よろしくお願いいたします。 

委員  質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたします。 
 （委員から発言なし） 
それでは、引き続き、「平成２８年度公民館事業報告」狭山公民館事業につ

いて佐野館長、説明をお願いします。 
佐野館長 それでは、狭山公民館の事業費の決算について、報告させていただきます。 

資料１の「平成２８年度事業報告」の狭山公民館事業をご覧ください。 
はじめに、講座や事業の報告です。 
「子ども対象講座」は「狭山子ども体験教室」に３０,０００円、「夏休み
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写生会」に２１,０００円、「人形劇＆アニメ映画会」に１０,０００円執行し
ました。 
このうちの「狭山子ども体験教室」については全３回開催しました。 
各回ともたくさんの参加者が集まり、工作や実験を通じて様々な体験をす

ることができました。この講座は重点目標にあげている市内の人材を有効に
活用する事業の一つとしてこれからも継続をしていきたいと思います。 
「成人対象講座」は親子講座に３５,５００円、「保育付講座」の講師謝礼

に１０４,０００円、また、保育士賃金は１１０,７９８円の執行となってお
ります。 
裏面に移りまして「里山探検隊」には２７,０００円を執行しております。

第１回に講義、第２回で学習した地域を歩くこの講座は、非常に好評です。 
「高齢者対象講座」は、「わくわく教室」に、７５,０００円を執行してお

ります。 
「その他」の「公民館まつり負担金」に７０,０００円。「グループ活動講

習会」に６,０００円を執行しております。 
また、五館合同事業の資料に記載がされている「市民大学・東大和グリー

ンカレッジ」には２６,０００円を執行しております。 
その他につきましては資料をご覧ください。 
続きまして、中央公民館関係、歳出事業費別内訳の狭山公民館の欄をご覧

ください。講座や事業以外の決算について報告いたします。 
まず初めに、臨時職員賃金として１,５７２,２２４円支出いたしました。

こちらは事務の臨時職員と保育付講座の保育士の合計となっております。 
次に先ほど講座や事業の報告をしましたので、この部分はくり返しになり

ますが講座講師謝礼として合計３３４,５００円支出いたしました。 
また、光熱水費として１,４９７,１１１円支出いたしました。 
清掃委託料等委託料では、５,３８１,５５７円支出いたしました。 
狭山公民館の用地借上料として５,６３７,２０４円の執行をいたしまし

た。 
備品購入費で、会議用テーブルとして４８３,８４０円支出いたしました。 
こちらもくり返しになりますが公民館まつり負担金として７０,０００円

支出いたしました。 
消耗品他では１,９２８,３９１円支出いたしました。 
最後に工事請負費、冷暖房設備改修工事では９０８,７１２円支出いたし

ました。 
まとめになりますが、平成２８年度における狭山公民館における予算額は 
１８,７１７，０００円、決算額１７，８１３，５３９円、残額９０３，４

６１円となっております。 
狭山公民館の事業費の決算における報告は以上です。 

委員  ご質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたします。 
委員 南街公民館と上北台公民館は、光熱費について入っていませんが、なぜで

しょうか。 
尾又館長 南街公民館と上北台公民館につきましては、施設管理については、地域振

興課のほうで行っております。施設の修繕や光熱費などはそちらで計上して
おります。 

委員 他に質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたします。 
 （委員から発言なし） 
それでは、引き続き、「平成２８年度公民館事業報告」蔵敷公民館事業につ

いて三宅館長、説明をお願いします。 
委員  それでは、蔵敷公民館の事業について、報告させていただきます。 

資料の蔵敷公民館の表をご覧ください。 



7 

 

まず最初に講座や事業費の報告です。 
「子ども」対象事業は、「子どもフェスティバル」に合計１０，０００円を

執行しております。 
「青年」対象事業は、「青年対象講座」に４０，０００円予算執行いたしま

した。 
「成人」対象事業では、「親子講座」に２４，０００円、「保育付講座」の

報償費に１０８，０００円、保育士賃金に１１６，２１０円、こちらプラス
された金額が載っております。「成人体験講座」に１８，０００円、資料には
記載がございませんが、五館合同事業として「市民大学」に３８，０００円
を執行しております。 
「高齢者」対象事業は、未・楽・生倶楽部に報償費４４，０００円、講師

派遣手数料４０，０００円の合計８４，０００円を執行しております。こち
らの表では決算額１６８，０００円となっていますが、８４，０００円に訂
正をお願いします。 
「その他」は、「外国人と市民との交流会」で報償費に１５０，０００円消

耗品や印刷製本費に８３，４８７円、掲示板使用料に１１２，３２０円の合
計３４５，８０７円を執行し、オリンピック･パラリンピック関連事業に交付
されるスポーツ振興等事業費補助金として１７３，０００円の補助金が交付
されています。 
また「公民館まつり負担金」に７０，０００円を執行しております。 

 事業にかかる予算は以上になります。 
つづきまして歳出事業費別内訳の方に主な内訳は記載させていただいて

おりますが、施設管理に関わる部分について説明させていただきます。 
臨時職員賃金は、公民館事務臨時職員と保育士の賃金で１，５８８，５３

１円、需用費として消耗品や備品修繕料などで３５８，９８７円、役務費と
して、電話代、公民館総合保障保険料等で２０５，８２６円、使用料及び賃
借料として、ファクシミリ、コピー機、印刷機、トイレ芳香器等で６０４，
６３６円を執行しました。 
 次に、「公民館施設管理費」の説明をいたします。 
需用費として、燃料費、光熱水費、施設修繕料の合計２，４６６，８０７

円、委託料として、清掃、施設管理、機械警備等と今年度は外壁調査の合計
６，４７５，８２０円を執行しました。 
蔵敷公民館の事業費の決算における報告は以上です。 

委員 蔵敷公民館の説明が終わりました。ご意見がありましたら、ご発言をお願
いいたします。 

委員 外国人と市民との交流会というのをしています。いわゆる在留外国人に日
本文化に親しんでもらうということですが、どういう文化に親しんでもらっ
たのか、具体的に伺いたいです。外国人の国籍は中国の方が多いと聞いてい
ますが、国籍についてと、どういう文化を発表しているのかをもう少し教え
てください。 

三宅館長 もともとこちらのイベントは日本語学習をＰＲしようという意味もあり
まして、市内在住の外国人だけではなく、在住の日本人の方にも楽しんでも
らおうとして企画したイベントでした。イベントを通して、日本語の学習者
を増やそうとする目的もあります。 
今回、インドネシアなどの外国文化の発表を設けました。また偏らないよ

うに、日本文化については、お茶、生け花を行い、発表に関しては、日本舞
踊や和太鼓などを設けました。   
さらに、実際来た方と向い入れる側が交流できるよう、学習者の方にブー

スに居ていただいて、タイなどの東南アジア文化を紹介していただくブース
を作りました。その国の文化がよくわかるということで、民族衣装を身に着



8 

 

けていただいて、来場者の方と話しをすることで、交流を深めていました。 
委員 外国特有の文化について知ることは大変おもしろいかと思います。日本文

化の紹介については、踊りやお茶だとか、そういった面が主体かと思うので
すけれども、外国の方が３００人もお見えになった。成果がかなりあったか
と思います。 

委員 他に質問、ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたします。 
 （委員から発言なし） 
それでは、引き続き、「平成２８年度公民館事業報告」上北台公民館事業に

ついて蓑田館長、説明をお願いします。 
蓑田館長 それでは、上北台公民館事業の決算について、報告させていただきます。 

「上北台公民館 平成 28年度事業報告」資料１をご覧ください。 
最初に子ども対象事業ですが、当初予算は７９，０００円で計上していま

したが、アラ中読書会を充実させ、対象年齢を広げた講演会も実施しました。
結果９６，０００円を執行しました。工作体験講座については、昨年度は夏
休みの１回のみにいたしました。例年通り夏休み映画会を実施し、「崖の上の
ポニョ」を上映しました。近隣小学校のプール指導と日程がかちあったこと
もあり、４０人と例年より参加者が減ってしまいました。 
 続いて成人対象事業ですが、当初予算は５７２，９３０円で計上してい

ましたが、５７５，７４０円を執行しました。 
保育付講座は、多世代交流も目的として東大和の歴史をテーマとしまし

た。市内のバス見学では歩きながら談笑したり、若い世代からは「本村地区
は初めて来た」や「歴史講座は関心があったが、今回は保育付だったので参
加できた」との声もありました。グループになって続けたいという声もあり
ましたが、外を散策するような活動を是非ということで、公民館の保育室は
館内での活動をするときに利用していただいておりますので、グループ化に
はいたりませんでした。 
地域課題講座は「子どもの権利条約」をテーマとして、受講者の幅を広げ

るために当初予算では予定していなかった保育付としました。やりがい講座
は委員にも講師としてお手伝いいただきまして、健康麻雀に取り組み、３つ
の自主グループが発足しました。 
その他、地域発見講座として「意外に知らない東大和」を実施いたしまし

た。例年同様に大勢の応募があり、大変好評でした。 
他に記載はしておりませんが、五館合同事業である市民大学に上北台公民

館の予算から４０，０００円執行いたしました。 
続きましてその他の事業になりますが、ほのぼの事業について、狭山公民

館でも行われましたが、パラリンピックで話題になったボッチャ体験をしま
した。老人福祉館の教養娯楽室で開催いたしました。児童館や学童クラブの
子どもたちにも参加してもらい、多世代交流を目指しました。 
第１８回上北台公民館まつりは１０月２２、２３日の土日に開催し、１，

５５３人の参加があり、２７年度より参加者は３７％増加でした。４月に熊
本地震があったことから、災害支援もテーマとして募金や作業所の方にもお
願いし、熊本支援になるような物販にも取り組みました。 
グループ活動講習会は、防災についても公民館は地域の拠点となることか

ら、「公民館活動中に大地震がおきたら」をテーマに行いました。一般の方に
もチラシを配り、公民館のグループには参加していない方も参加があり、い
つもは締め切っている三階西側の非常階段を下りる体験もしていただきま
した。皆さんからは「こんなところに階段があるなんて知らなかった」とい
うお声もいただきました。時々そういったことをしておくことも大事かなと
思いました。 
利用者懇談会は前年度よりは多くの方に参加していただきました。土曜日
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開催にしたこと、３年毎の倉庫・ロッカー利用の調整会議を同日開催したこ
とによるものと思われます。 
内訳については、臨時職員賃金と保育士賃金が１,６６７,１６５円、報償

費及が、５６１,０００円、消耗品等、医薬品及び備品修繕料など需要費関係
は３０３,５３０円、ピアノ調律手数料・郵便料・公民館総合補償保険料など
役務費は９万９,６３５円、電子複写機保守点検委託料は２９,０９０円、印
刷機賃借料は３２４,０００円、公民館まつり負担金７０,０００円、合計３,
０５４,４２０円を執行いたしました。 
以上です。 

委員 ありがとうございました。ご意見がありましたら、ご発言をお願いいたし
ます。 

委員 今日は事業報告と主に決算の報告ですよね。資料１追加資料を見ると、予
算に対して決算が残っている。予算が余ったのは８８２，０００円程度で、
中央公民館光熱費や蔵敷公民館光熱費等ですが、残った予算金額は転用でき
ないのでしょうか。 

尾又館長 市の財政面は年度で執行することになっています。どの項目にいくらつけ
るかというのは議会で了承してもらっているものになります。どうしても理
由があって流用する場合もありますが、特別な理由がない限りは残額として
報告させていただいております。 

委員 上北台公民館まつりで、前回より、３７％増加したそうですが、来館動機
はなんだと思われますか。狭山公民館まつりの参考にしたい。 

蓑田館長 職員や実行委員会で反省会においても増加について報告したところでは
ありますが、目立って新しいことはした年ではありませんでした。お天気に
助けられたかとは思います。オープニングにたくさんのお客様を呼び込む仕
掛けについて、あえてしなかったです。 
それぞれのグループの方や作業所の方々に、チラシまきに持って帰ってい

ただいて、ポストインしていただきました。色々なところが少しずつ積み重
なった結果かと思います。 

委員 先ほど、公民館のＰＲについて質問がありましたが、皆で手分けして口コ
ミやポストイン等の地味な活動がそれだけ増えたのかなと思います。 
各公民館の講座を市民に知ってもらうきっかけにしてもらえたらいいな

と感じています。 
委員 上北台まつりはいつも１０月２１日・２２日あたりかと思います。市民文

化祭もこの時期に行っています。いつも日程がぶつかってしまい、今年もど
ちらにも参加したいができずに、午前午後に分けて参加する予定です。 
時期について、１０月というのは変えられないのでしょうか。 

蓑田館長 上北台公民館まつりの時期について、毎年苦慮しているところです。他の
館では何月の第何週のこの日とはっきり決めている館があるかと思います
が、そういったことができないです。どうしてかと言いますと、文化祭のよ
うに市で大きな催しもありますし、ふれあい市民運動会や上北台公民館の地
区である第十小学校はいつも秋が運動会です。そういう大きな催しと重なら
ないようにしてきます。 
今年についても市民文化祭と重なりますが、運動会と重なるよりかはいい

だろうと大変申し訳ないのですが、なかなか都合が難しいのが９月と１０月
になります。５館でも全部時期を決めていますので、上北台のグループの中
には、毎年まつりの時期を館ごとに変更してはどうかというお声もあります
が、私ども皆様含めまして、まつりは半年や１年かけて作ることを考えます
と、例えば今年秋、来年３月ということはお互いに難しいと思います。 
そういった事情で決めさせていただいております。 

委員 ９月ぐらいしかないのですね。 
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委員 他にはいかがですか。 
（委員から発言なし） 
それでは「平成２８年度公民館事業報告について」以上といたします。  
それでは、審議事項「平成３０年度公民館の重点目標について」を議題と

いたします。尾又館長、説明をお願いします。 
尾又館長  事前配布しました資料２及び、当日配布しました資料２追加資料をご覧く

ださい。 
毎年公民館運営審議会にかけさせてもらっていますが、次年度の重点目標

を決めさせていただいております。 
次回には最終決定していただき、平成３０年度の公民館の運営をさせてい

ただきたいと思います。 
毎年大幅に変えるというものではありませんので、３０年度重点目標につ

いて、資料のとおり職員のほうで意見を出しました。 
「２．運営 （１）利用しやすい公民館とするために イ 『こうみんか

んだより』のリニューアルを検討します。」についてですが、平成２９年度現
在検討中であり、平成３０年度には反映する予定であり、検討は終了するこ
とから、（イ）は削除いたしました。 
「（５）市民大学～」のところでございますが、（１）から（４）について

は公民館をどのようにしていきたいかという内容の目標をたてています。
（５）については（１）から（４）の中で交錯する部分があり、しいて言え
ば、（５）は必要ないのではないかという意見もありました。 
もし市民大学を継続して重点目標に載せる場合には、「ア 市民自らが企

画運営を行い、多様な講座を展開していきます。イ 市内５館で講座を実施
します。ウ 幅広い世代が企画運営を行うことにより、地域の活性化につな
げていきます。」といったことも考えられるのはないかと思います。 
内容につきまして、本日ご提案いただいたり、ふくらましたり、けずって

もらったり等ご検討していただけばと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。 

委員 ありがとうございました。 
平成２７年度から少し経緯を説明します。平成２７年度をご覧いただきま

すと、平成２７年度課題も含めて、重点を作成するのに、理由づけを行い記
載していました。 
平成２８年度重点目標はかなりリーフレットに近い状態で、左側に写真を

とりいれることによって注目度を高めようという意図があり、審議した内容
を右側に記載しております。 
平成２９年度は同じように左側に写真、右側に重点目標、内側に運営の

（１）から（５）に該当する各事業、それにまつわる印がついています。 
以上の経緯を補足させていただきました。 
そして、３０年度 中央公民館長から説明がありましたとおり、（５）市民

大学は一切取ってしまうのか、または残すのか、皆様のほうから質問やご意
見を頂戴いたします。 

委員 （５）市民大学のリニューアルということで載っていますが、市民大学は来
年４月からヒガシヤマト未来大学に中身を変えることに決まっているんで
すよね。  
３０年度の目標はヒガシヤマト未来大学にしますということは特にいれ

ないでよいのでしょうか。 
委員 平成３０年度公民館の事業で、どういうことに力を入れるか。市民に知ら

せるということになるので、是非いれるべきです。市民に伝えるべきだと思
います。 

委員 残すということに異論はないですか。 
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（委員から異論なし） 
それでは、平成３０年度も「市民大学」については残すこととします。名

称について、委員の皆様いかがですか。 
委員 市民大学からヒガシヤマト未来大学にしたにも関わらず、ヒガシヤマト未

来大学を載せないのはヒガシヤマト未来大学を訴えることができません。ヒ
ガシヤマト未来大学を載せるべきだと私は思います。 

委員 （１）から（４）のように「～するために」と語尾を合わせるとするなら
ば、そのこともご審議いただきたい。 

委員 どの言葉がいいかはわからないのですが、市民にとってわかりやすいもの
で、見たときにぱっとわかる表記がよいと思います。 

委員 最初に「市民大学」がスタートした時には、どんな表現にしたのでしょう
か。 

委員 「市民大学」で入っていたはずです。グリーンカレッジは入ってなかった
ですが。平成２６年度からかと。 

委員 平成２６年度分が私の手元にあります。平成２６年度は「（４）平成２５年
度実施した市民大学を評価・検証します。評価・検証を踏まえ、東大和市の
市民大学のあるべき姿を検討します。」と書いてあります。 
平成２７年度から「市民大学」いう言葉を使っています。 

委員 必ずしも「～するために」でなくても良いということでしょうか。 
委員 平成２６年度はすべて文末が「～します」でした。言葉のスタイルですが、

それもわかりやすさにつながるのではないでしょうか。 
委員 言葉に関してはどちらでもよいように思います。なんらかの形でヒガシヤ

マト未来大学大学という文字をいれたほうがいいのではと。 
委員 「市民大学はヒガシヤマト未来大学にリニューアルします。」あるいは「東

大和グリーンカレッジはヒガシヤマト未来大学 
リニューアルします。」というようにヒガシヤマト未来大学を入れたほう

がいいのではないでしょうか。 
委員 市民から見たときに、今まで「市民大学」のほうが使われているので、通

りがいいのではないかと。「リニューアル」は今までやってきた市民大学が何
か名称も含めて新しくなるのかなという期待感があると思われます。 
今までの「市民大学」を使いながら、それがリニューアルされるんだとい

うことを重点目標の中に含めておけば、名称が変わったことがわかりやすい
と思います。皆さんのご意見はいかがでしょうか。 

委員 市民の方にわかりやすく、それは当然のことだと感じています。 
「市民大学」という言葉がある程度知られているかと思います。ですが、

新しくリニューアルするという意味では「未来」という言葉は、電気自動車
等、未来に対して世の中が移行していて、「未来」はおもしろい印象や期待感
があると思います。 

委員 「ヒガシヤマト未来大学」云々と載せたほうがよろしいというご意見です
ね。 
具体的に（１）から（４）の流れから、「（５）ヒガシヤマト未来大学」と

項目についてお知らせいただければと思います。 
委員 以前、ヒガシヤマト未来大学についてチラシをもらったかと思います。チ

ラシの中で「ヒガシヤマト未来大学企画運営に関わるメンバー募集のところ
に現在の市民大学（東大和グリーンカレッジ）は平成３０年度に新しくヒガ
シヤマト未来大学に生まれ変わります」とすでにうたわれています。 
こことの関わりはどのように企画されているのでしょうか。現在の市民大

学の検証は、どういう形なのでしょうか。 
委員 予告をしているのだから、「ヒガシヤマト未来大学」という名称で書くべき

だと。 
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委員 「ヒガシヤマト未来大学」と名称で開催した結果、それを見て、どういう
方向だとかどういう結果が出たのか、ということが欲しいですね。 

委員 （５）のアイウの中に欲しいということですか。これまでの評価を含めて
文面が欲しいというご意見ではないですか。 

委員 欲しいというよりは、これからこれに変えていこうというネーミングや内
容を実施した方向があったと思います。今までの市民大学の内容からみてち
ょっとハードルが高いかなという感覚もあります。そのへんとの関わりはど
うなのでしょうか。 

委員 昨年度までに行った市民大学についてどのような評価があるのか、委員の
皆様、情報をお持ちですか。 
（委員から発言なし） 
それでは事務局はいかがでしょうか。 

尾又館長 平成２９年度事業計画平成２８年度事業報告五館合同事業の３段目をご
覧ください。「ヒガシヤマト未来大学」の目的や反省のようなものが記載され
ております。 
過去４年間やっており、今までの公民館講座とどうちがうのか 毎年ご質

問を受けているところでございました。公民館の延長ではないことを是非行
ったらどうかというご意見がありました。 
公民館講座とは違うものを作り出すという目的にかなったものはないだ

ろうかということで企画委員を養成するということをしております。 
市民が企画運営を行って自主的になることが行われていないのではとい

うご指摘があり、「ア 市民自ら～」のとおり平成３０年度は目標にしていか
なければならないなと考えております。 
「イ 市内５館で講座を実施します。」ですが、最初市民大学が始まったと

きには市全体を学習の場に、という目的がありました。けれども、皆さん集
まるのは中央公民館が都合いいということで企画委員会を行ううちに中央
公民館に場所が寄ってきてしまいました。これをやはり、東大和市全体を活
性化させるために、市民の方が東大和市の良いところについて勉強できるよ
うに広い地域で行うようにということがありますので、五館で講座を実施す
ることをひとつの目的とさせていただいております。 
「ウ 幅広い世代が～」ですが、この４年間反省する中で、年代がある一

定の幅になってしまっていることをご指摘いただいておりました。もっと 
幅広い世代が参加できることが市民大学ではないか、企画運営する方の世代
を幅広くすることによって、幅広い世代が参加してくださり、それが東大和
が生き生きすることにつながっていくようにという目標を立てながら、来年
のことを考えているところでございます。 
したがって、このアイウは反省に基づいて重点目標に出しています。 

委員 次回は決定で行きますので、今回である程度審議していただくところで
す。 
（５）ヒガシヤマト未来大学云々、前の言葉を使えば「充実のために」と

いうような文にし、ア、イ、ウ、をその下に載せていく形で平成３０年度打
ち出すというようなことになれば、五館それぞれの事業がそれに合わせて意
図的に行われていくであろうと思われます。 

委員 パンフレットに文言がありますが、（５）をどのように表現すればいいか、
「市民大学はヒガシヤマト未来大学に生まれ変わります」というのはインパ
クトがあります。 
ア、イ、ウ、についてですが、「講座」となっています。「ヒガシヤマト未

来大学」は いわゆるシブヤ大学等のソーシャル系大学ですよね。「講座」と
いう打ち方でよろしいのでしょうか。「事業」や「活動」というイメージを持
っていました。   
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企画委員を養成する講座の最中ですよね。シブヤ大学等のイメージと違う
ということならともかく、私自身ではこの「ヒガシヤマト未来大学」は「講
座」というよりも「地域おこし活動」だと思っています。「講座」という言葉
は、市民に伝えたい事実でしょうか。「多様な講座」では従来と変わらないよ
うに伝わります。どちらがより適切な表現でしょうか。 
「ヒガシヤマト未来大学」については「講座」という言葉は不適切に感じ

ました。 
委員 講座を行うので、不適切ではないですが。 
委員 「ア 市民自らが企画運営を行い」という所で、市民が指導者になってい

る講座と読み解くことはできないでしょうか。 
委員 「講座」という言葉から私には伝わってきません。市民の人が企画委員を

行っているわけですから。「講座」は講座だけをやっていく印象です。それが
「ヒガシヤマト未来大学」ですか、と思いました。 

委員 シブヤ大学は、NPO 法人として組織化している。ひとつのテーマを学ぶた
めに多様な年代や人達が集まる開かれたコミュニティ、地域社会を作ってい
るんだと。 
こういう事を、うちでも真似してやりたいということです。講座もあるし、

広場もあるし、集会もある。 
話は戻りますが、「ヒガシヤマト未来大学」をいれたほうがいいのではない

かという私の考えです。 
委員 委員から「講座」という言葉の使い方ですが、「授業」や「活動」とか、そ

ういう言葉のほうがよいのではないでしょうかという意見でした。 
委員 「講座」だけを訴えると違うのでは。 
委員 委員がおっしゃるように、「講座」だけではないんだと。ア、イ、ウの中で

「講座」が２回も使われているのは、イメージ的に「講座」が強いですね。 
委員 「多様な学びの場」はいかがですか。 
委員 少し嚙み砕いた表現になりました。他の皆様いかがですか。 
委員 尾又館長の先ほどの説明は、中央公民館一辺倒の活動にしたくないという

ことですね。趣旨はわかりました。 
委員 ２つ講座がある内の１つは「学びの場」で、市民が「講座」と構えるより

は、何か学べるのではという感じがあります。いかがですか。 
（委員から賛成の声あり） 
まとめます。（５）については、残します。「ヒガシヤマト未来大学」とい

う言葉を使います。例えばすでにリーフレットにありますように「ヒガシヤ
マト未来大学に生まれ変わります」という言葉を使う方法もあります。 
そして、アについては「学びの場」に直したほうがいいのではないかと。
今日の審議結果でよろしいでしょうか。 
（委員から発言なし） 
（１）（イ）は削除でよいですね。次回（５）を書き直した状態で出すとい

うことでよろしいでしょうか。 
委員 確認したいのですが、ヒガシヤマト未来大学の企画運営はＮＰОのマイス

タイルが企画委員ということですが、基本は公民館が運営という形をやって
いくのか、民間へ委託していくのでしょうか。 

委員 ＮＰОはファシリテーターですね。ソーシャル系大学を目指す上で、それ
を理解した上で、東大和の市民が参加して、企画そのものは東大和市の市民
が行い、東大和をこのようにしていくんだという理解です。 

尾又館長 ＮＰО法人のマイスタイルさんにファシリテーターをまかせています。市
民が企画運営の主体となっていくことを目指しています。来年４月くらいか
らそうなればいいなと、思っております。 

委員  チラシを見ると主催が書いていません。主催は中央公民館でしょうか。 
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尾又館長  公民館の事業で取り組ませていただいております。 
委員  次回完成形で皆さんに最終確認していただきます。 

 （５）「ヒガシヤマト未来大学に生まれ変わります」と書いていいものでし
ょうか。最後だけ、「～のために」ではなく「～ます」でよいでしょうか。 

委員  チラシの段階で十分検討した結果でしょうから、そのままでよいのではと
私は思います。 

委員 他はご意見よろしいでしょうか。それでは「平成３０年度公民館の重点目
標について」は審議をここまでとしたいと思います。 

 


